
第6回公開シンポジウム

『AIくん教えて ヒトの健康』

2026年11月25日（水）13:00～17:20
懇親会あり（17時30分より）

お問い合わせ 食・農データサイエンス部会
e-mail：fadatass@nodai.ac.jp

日時

食・農データサイエンス部会

主催 東京農業大学総合研究所研究会
食・農データサイエンス部会

【プログラム】
1. 生成型AIと栄養食糧データサイエンス
2. 食感/咀嚼計測と、食感ビッグデータ(+深層学習)に基づく食感分析
3.「健康にアイデアを」の実現へ

 ～明治栄養プロファイリングシステム（Meiji NPS）で挑む、栄養価値の見える化～

4. 「サプリ」か「薬」か、その一言で決まる

―表示・標ぼうの境界線と薬機法グレーゾーンの可視化―

【懇親会】 会員3,000円 非会員5,000円（事前に口座振込）

下記URLもしくは右記QRからお申込みください（要事前申し込み）
https://forms.cloud.microsoft/r/jxF1P5HSQG

稲・コメ・ごはん部会共催

東京農大 世田谷キャンパス 榎本ホール
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1

会場



【タイムスケジュール】

13：00    受付開始

13：20‐13：30 開会挨拶
 DSCFA副部会長/(一財) 日本食品分析センター 三宅 大輔

13：30‐14：20 生成型AIと栄養食糧データサイエンス
 (一社) 情報通信医学研究所                            中川 晋一

14：20‐15：10 食感/咀嚼計測と、食感ビッグデータ(+深層学習)に基づく食感分析

 東京電機大学 理工学部 理工学科 武政 誠

15：10‐15：25 休憩

15：25‐16：00 「健康にアイデアを」の実現へ 
 〜明治栄養プロファイリングシステム（Meiji NPS）で挑む、栄養価値の見える化〜

 DSCFA幹事/株式会社 明治   若山 諒大

16：00‐16：40 「サプリ」か「薬」か、その一言で決まる
―表示・標ぼうの境界線と薬機法グレーゾーンの可視化―

 DSCFA幹事/摂南大学 農学部 食品栄養学科    平原 嘉親
 DSCFA幹事/(一財) 日本食品分析センター   鈴木 宏子

16：40‐17：10 パネルディスカッション

17：10‐17：20 閉会挨拶
 DSCFA部会長/奈良先端科学技術大学院大学   金谷 重彦

17：30‐  懇親会

【会場アクセス】

小田急線
経堂駅 徒歩 約15分、千歳船橋駅 徒歩 約15分

JR山手線
渋谷駅 (渋谷駅西口) バス 約30分 農大前下車
小田急バス 調布駅南口行 (渋26)
東急バス 成城学園前駅西口行 (渋24)

用賀行（渋22）
祖師ヶ谷大蔵駅行 (渋23)

東急田園都市線 用賀駅 徒歩 約20分

詳しくは東京農大ウェブページをご覧ください
https://www.nodai.ac.jp/campus/map/setagaya/
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